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津軽かんぱい5号橋 補修対策工計画一般図

Rc-I塗装系

Rc-I塗装系

Rc-I塗装系

高欄塗装塗替え

表面被覆工

Rc-I塗装系 A2A1

表面被覆工 表面被覆工

Rc-I塗装系

舗装復旧

Rc-I塗装系

表面被覆工
断面修復工 ポリマーセメントモルタル

浸透性保護塗装
左官工法

補修対策工計画一般図

床 版

（橋面） 舗装復旧t=5cm 改質アスファルト
橋面防水工 複合型塗膜系

撤去・新設

ふっ素仕上げ

塗装鉄筋配置有

ステンレス製

高分子系

中間横桁

ひび割れ補修工 注入工法 塗布型（A1橋台）

床版防水に伴う打換え

表面被覆工

ひび割れ補修工

ひび割れ補修

沓座モルタル新設

沓座モルタル新設 沓座モルタル新設
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幹
線
用
水
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水切り材設置

支承防錆処理

伸縮装置取替え

主桁塗装塗替え

土工部舗装すり付け

土工部舗装すり付け

床版防水

排水管取替え 排水管取替え

支承防錆処理支承防錆処理

橋台竪壁断面修復橋台竪壁断面修復

伸縮装置取替え

高欄塗装塗替え

主桁塗装塗替え

床版防水（塗膜系複合型）

アスファルト復旧t=5cm

橋台竪壁断面修復

床版表面被覆工

排水管取替え

地覆断面修復

主桁塗装塗替え

高欄塗装塗替え

床版防水（塗膜系複合型）

アスファルト復旧t=5cm

Rc-I塗装系

水切り材設置

排水施設工

工

部

上

主 桁

排水装置

床 版

伸縮装置 伸縮継手工
（非排水型）

（下面）

2重シート養生
板張り防護

既存塗膜鉛含有

材質：軟質PVC

地 覆

Rc-I塗装系

対 策 工 法部 材 名 補 修 対 策

橋 梁 補 修 計 画 一 覧 表

備 考

橋梁塗装工高 欄

表面被覆工
断面修復工

浸透性保護塗装
左官工法 ポリマーセメントモルタル

鋼製ジョイント
橋台地覆立上げ

2次止水材付き
地覆カバー付き

土工部舗装 舗装復旧t=5cm

既存塗膜鉛含有を想定

ブラスト工法

⑤再生密粒度As(13F)

橋梁塗装工

ステンレス製仕様

「支承の若返り工法」支 承 支承補修工 支承防錆処理

沓座モルタル補修工沓座モルタル 無収縮モルタルモルタル新設

A2橋台上流側
地覆立上げに伴う格子パイプ柵新設転落防止柵

橋 台

下

部

工

排水管取替え

排水施設工

高分子系

端横桁

ポリマーセメントモルタル断面修復工 左官工法

表面被覆工 浸透性保護塗装 高分子系
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※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。
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図面名称
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市道 一町田・竜ノ口線
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令和６年度 津軽かんぱい５号橋橋梁補修工事

ブラスト工法

表面被覆工

地覆断面修復

表面被覆工

地覆断面修復

表面被覆工

地覆断面修復



（樹脂製）

（粘着貼付式）

（脱落防止材付）

(塗膜系複合型)

（鋳鉄：ガウジング）2.0％ 2.0％

市道 一町田・竜ノ口線

M
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A1

F

縦断勾配LEVEL

平 面 図

橋 長

桁 長

支間長

S=1/100(200)

5470

13740

1400 140054705470

3.防水層の端部(縦断方向）は立ち上げを行い成型目地材を設置する。
地 覆

平面図

〔参考図〕
床版水抜孔

導水パイプはスラブドレーンの
上面(フィルター上)を通過させる。

熱収縮系チューブ

φ48.6mm t=2mm

(エポキシ樹脂材)

樹脂製

(削孔径)

φ70

特殊ナット

断面図

上フランジ

上フランジ

〔留意事項〕クワトロドレーン相当設置

なお床版厚は推定値のため削孔後に厚さを確認しシールテープの位置を設定する。

3.本体セット後の削孔内は防水対策としてエポキシ樹脂によるシール処理を施すこと。

4.防水層は本体の上面フランジが隠れるように施工し透水フィルター部分のみ露出させる。

5.導水パイプは透水フィルター上を通るようにセットする。

6.フレキシブル管は「極度のたるみ」がないよう設置すること。

2.本体の床版下端には間詰シール材漏れ防止のためシールテープを設置すること。

1.設置位置は削孔により内部鉄筋を切断しないよう探査調査の上決定すること。

S=1/5(10)

4.最終接着力が発現する72時間後まで触れないよう養生を行う。

3.接着力が強力なため取付け位置は排水位置にズレがないか十分確認すること。

〔参考図〕
S=1/3(6)

2.【部材B】の折り曲げ突起が下フランジに触れないよう取付け位置を設定する。

1.下フランジの接着面は付着物・汚れを除去し乾燥状態を確保する。

〔留意事項〕桁固定金具取付け

③--【部品B】の突起を折り曲げて固定する。

①--下フランジ上面に【部品A】を貼り付けする。

フランジ下から通して貼り付けする。

②--突起を90°折り曲げた【部品B】を

【桁固定金具取付け手順】

【下フランジ取付け図】

【部品B SUS304 PL-0.8】

【部品A SUS304 PL-2.0】

桁固定金具詳細図

⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t=50mm

成型目地材 低弾性 t=5mm B=30mm

表層防水層立上げ h=20mm

導水パイプφ15(内径)

※図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

床版防水端部詳細図

床版防水(塗膜系複合型)

（
1
8
0
）

津軽かんぱい5号橋 床版防水補修図

ペイント式区画線 外側線

至 一町田 至 龍ノ口

樹脂製

【既往図面計画高】

岩
木
川
左
岸
幹
線
用
水
路

形状は右岸側に同じ

φ25穿孔(全8箇所)
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▽43.962
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▽43.973

▽43.960

▽44.020

▽44.010

24400

土工部取付け舗装

土工部取付け舗装

1000

9660

既設路面桝接続

既設路面桝接続

既設路面桝接続
既設路面桝接続

導水パイプ(樹脂製)φ15

床版水抜孔
クワトロドレーン相当

外側線外側線

導水パイプφ15
床版防水

表層：⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t=5cm

外側線

外側線1000

1000

13740

5470 14001400

突起を折り曲げ固定

【部品B】突起を折り曲げ貼り付け

【部品A】貼り付け

フレキシブル管

緩衝ゴム材

突起通し穴

折り曲げ突起

耐候性超強力両面テープ

耐候性超強力両面テープ
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10

透水フィルター

塗膜系防水層
透水フィルター

導水パイプ

クワトロドレーン相当

既設路面桝接続

〔塗膜系複合型〕

〔留意事項〕床版防水

2.切削後に床版コンクリート上面に脆弱部・ひび割れ等の劣化部を確認した場合は

1.既設舗装版切削後の回転ビット跡の凹凸は下地処理(不陸整正)を行い平滑を確保する。

発注者と対策の要否及び対策工法を協議し、必要な場合は補修を行う。

下地処理

床版防水層詳細図

浸透系防水材

既 設 床 版

塗膜系加熱型防水材

乾燥4号硅砂

アスファルト舗装

床版水抜孔

桁固定金具

フレキシブル管φ20mm

L=1.00m（SUS304）

（高機能床版排水パイプ）

導水パイプ(樹脂製)

フレキシブル管

φ48.6
凍結対策材

床版下端シール処理材

間詰材料

脱落防止材

接続保護材

本体管 SUS
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※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。
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図面名称

縮 尺

床 版 防 水 補 修 図

（路肩）（路肩）

S=1/25(50)断 面 図
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RC床版t=18cm

既設As舗装切削 t=5cm

１６ 葉 ２

令 和 ７ 年 度

市道 一町田・竜ノ口線

弘前市大字 龍ノ口 地内

令和６年度 津軽かんぱい５号橋橋梁補修工事

⑤再生密粒度As(13F) t=5㎝

成型目地材 低弾性

成型目地材
低弾性

床版水抜孔
クワトロドレーン相当

導水パイプ(樹脂製)φ15

1000

不陸整正(補足材C-20) 平均厚 t=2㎝

1000

290
既設桝控除



支柱・パネル
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（A2橋台 上流側地覆部）

S=1/20(40)既設転落防止柵 取替え図

津軽かんぱい5号橋 転落防止柵取替え詳細図
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図 示

図面番号

平 面 図

転落防止柵取替え詳細図

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。
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Ｌ型擁壁側面取付け

格子フェンス

Ｌ型擁壁側面取付け

A2橋台地覆

A2橋台地覆

既設高欄

φ42.7×2.3

φ25.4×1.6

φ34.0×2.3

地覆嵩上げ

既設撤去

630

パネル取替え

630

格子フェンス

壁止め用支柱新設
φ60.5×3.2

固定金具存置

□200×200

φ60.5×3.2

壁止め用支柱撤去

格子フェンス

ベース式支柱・パネル撤去

既設高欄

φ42.7×2.3

φ25.4×1.6

φ34.0×2.3

φ34.0×2.3

格子フェンス
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▽地覆天端高
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▽地覆天端高
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4-M12×125

地覆嵩上げ

A2橋台地覆

組立図

既設フェンス

1
1
0
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1
5
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9
5
0

既設高欄630

φ34.0×2.3 φ42.7×2.3 φ60.5×3.2
φ21.7×1.9

穿孔式アンカーボルト
※

伸縮装置の取替えにおいて、選定される構造形式が
「地覆カバー」が取付けされる場合、ベース式支柱の
設置位置は干渉しないよう適宜設定すること。

※ベース式支柱の設置位置について
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▽地覆天端高
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S=1/15（30）

※特注パネル

《ベース用支柱》

※金具位置特注

《壁止め用支柱》

※金具位置特注

支柱図

パネル加工図
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S=1/10（20）

S=1/10（20）

M12x90

特殊根付丸頭ボルト

φ34.0x2.3φ60.5x3.2

柱・パネル取付詳細図

φ42.7×2.3プラスチックキャップ
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12.530

S=1/5（10）

M12

パネル取付ボルト図
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30

2.3 10

S=1/4（8）

１６ 葉 ３

令 和 ７ 年 度

市道 一町田・竜ノ口線

弘前市大字 龍ノ口 地内

令和６年度 津軽かんぱい５号橋橋梁補修工事

φ34.0×2.3

= 10.98kg
= 2.47kg
= 3.11kg
= 1.62kg：0.865×2×0.939kg/m

：0.865×2×1.80kg/m

：(1.330+1.100)×4.52kg/m
：0.540×2×2.29kg/m

W=18.2kg

●パイプ柵撤去重量（参考）

パネル φ25.4×1.6

パネル φ42.7×2.3
パネル φ34.0×2.3

支 柱 φ60.5×3.2

540

2
3
0

8
6
5
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a部

（SSタイプ）

津軽かんぱい5号橋 伸縮装置補修図（1/3）

車道部:伸縮量20mmタイプ

伸縮継手断面図

(
平
均

厚
)

200mmピッチ

伸縮継手断面図
地覆部:伸縮量20mmタイプ

(
平

均
厚

)

7
0

D13×200

D13×200

2 補強鉄筋 D13

設
置

遊
間

D
（

㎜
）

施工温度（℃）

設置遊間表

A1 橋台

リブプレート詳細図

A-A断面B-B断面

R3
2

BB

A

A

二重止水材詳細図

舗 装 舗 装

差筋アンカー D13

（
車

道
部

立
上

り
）

差筋アンカー D13

伸縮装置補修図(1/3)〔A1：参考図〕

〔A1：参考図〕

S=1/4(8) S=1/4(8)

S=1/4(8)

S=1/4(8)

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。
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裏込め材

弾性シーリング材
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20 60

111 380

5
3

1
2

6
5

8 60

アンカーバー

アンカーバー

250 250W

D+200

100 100D

裏込め材

リブプレート

フェースプレート

弾性シーリング材

伸縮装置本体

バックアップ材
二重止水材差筋アンカー D13

1 補強鉄筋 D13

300 W 300

7
0

206206 D+197

86 D 111

30°

5
0

16

平面配筋図

300

② D13

誘導版 t=12mm ① D13 誘導版 t=12mm ① D13

② D13

鋼製地覆カバー

S=1/20(40)

注2）施工延長等は現場実測の上決定すること。

注3）裏込め材は超速硬コンクリートとする。

注1）遊間は標準遊間とする。

90

90

500

鉄筋① 4950 鉄筋① 4950

二重止水材:一般部用6個

鉄
筋
②

50
100

伸縮装置延長:10000+100+100=10200

10000

100 49@200=9800 100

差筋アンカーD13

鉄筋加工図

1

2 4 - D13 x 300

8 - D13 x 4950

kg40

39 SD3454.93

本208

1 SD3450.30

単位質量

鉄筋質量表

合計

D13 4950 81

D13 42

番号 径 長さ 本数

0.995

D13 差筋アンカー

0.995

1本あたりの質量 質量 形状 材質 適用

300

S=1/8(16)

4950

300

A1 A2Fix Mov

施工位置図

至 一町田 至 龍ノ口

S=1/200(400)

岩
木
川左

岸
幹
線
用
水
路

5
0
0

5
0
0
0

5
0
0

6
0
0
0

橋 長 15000

桁 長 1494030 30

400 支間長 14140 400

a部詳細図
S=1/1(2)

高耐食溶融メッキ鋼板

止水ゴム（繊維補強CR）

高耐食溶融メッキ鋼板

1
.
6

0
.
5

1
.
6
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縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

津軽かんぱい5号橋 伸縮装置補修図（2/3）

高耐食溶融メッキ鋼板

止水ゴム（繊維補強CR）

高耐食溶融メッキ鋼板

60
8 250

2
0
0

380

50 50

7
5

差筋アンカーD13

鋼製地覆カバー

② D13

① D13誘導版 t=12mm① D13誘導版 t=12mm

② D13

二重止水材:一般部用6個

鉄筋① 4950鉄筋① 4950

90

90

500

鉄
筋
②300

50
100

平面配筋図

伸縮装置延長:10000+100+100=10200

10000

49@200=9800100 100

至 龍ノ口

岩
木
川
左
岸
幹
線
水
路

至 一町田

5
0
0

5
0
0
0

5
0
0

6
0
0
0

400400

3030

支間長 14140

桁 長 14940

橋 長 15000

施工位置図

1
.
6

1
.
6

0
.
5

a部詳細図

二重止水材詳細図

300

適用材質形状質量1本あたりの質量

0.995

D13 差筋アンカー

0.995

本数長さ径番号

2 4D13

1 84950D13

合計

鉄筋質量表

単位質量

0.30 SD3451

208 本

4.93 SD34539

40 kg

300

49508 - D13 x 4950

4 - D13 x 3002

1

鉄筋加工図

A

A

B B

30°

R3
2

16

17 42

20 60

111 380

5
3

1
2

6
5

8 60

B-B断面 A-A断面

リブプレート詳細図

1 補強鉄筋 D13

地覆部:伸縮量20mmタイプ

伸縮継手断面図

裏込め材

リブプレート

フェースプレート

弾性シーリング材

伸縮装置本体

バックアップ材
二重止水材

200mmピッチ
差筋アンカー D13

W300 300

(
平
均

厚
)

7
0

D+197206 206

D86 111

伸縮継手断面図
車道部:伸縮量20mmタイプ

MovFix A2A1

（SSタイプ）

a部

16

20

5
10

25

= 15.4mm
= 0.72 x 14.94 x sin30°+ 10

ΔL = 0.72 x L x sinθ + 10
伸縮量：ΔL

0

10

20

30

40

50

60

403020100-10-20

設
置

遊
間

D
（

㎜
）

施工温度（℃）

A2 橋台

設置遊間表

※設置表の上下限は余裕量を除いた温度伸縮量とする。

舗 装舗 装

伸縮装置補修図(2/3)〔A2：参考図〕

〔A2：参考図〕

S=1/4(8) S=1/4(8)

S=1/8(16)

S=1/4(8)

S=1/200(400)

S=1/20(40)

S=1/4(8)

S=1/1(2)

注2）施工延長等は現場実測の上決定すること。

注3）裏込め材は超速硬コンクリートとする。

注1）遊間は標準遊間とする。

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。

5
0

100100 D

D+200

(
平

均
厚

)

7
0

アンカーバー

アンカーバーD13×200

D13×200

2 補強鉄筋 D13

弾性シーリング材

裏込め材

2
5
0

差筋アンカー D13

W250 250

（
車

道
部

立
上

り
）

差筋アンカー D13
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縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

A - A

目地処理・地覆部詳細図

<
2
3
0
>

▽地覆天端

▽車道天端

C

※< >内の値はA2側寸法を示す

<
2
3
0
>

C - C

内径φ18×3.0m

※地覆高は現地確認のこと

B

A

C

A

B

D - D

はつり深さはつり深さ
250mm 70mm

(
3
0
0
)

※( )内の値はA1上流側寸法を示す

S=1/10(20)

地覆500

7
0

地覆部誘導板(t=12mm)

50
12

100 100

車道伸縮装置

7
0

1
2
5

5
0

1
0

2
5
0

はつりライン

C30

<
2
3
0
>

地覆500

7
0

地覆部誘導板(t=12mm)

50
12

100 100

車道伸縮装置

7
0

1
2
5

5
0

1
0

2
5
0

C30

<
2
3
0
>

E - E

F - F

はつりライン

鋼製地覆カバー

鋼製地覆カバー

E

D

F

※( )内の値はA1上流側寸法を示す
6
0
0

橋台地覆嵩上げ

(
3
0
0
)

70mm

70mm

はつり深さ

200

F

D

E

はつり深さ

B - B

津軽かんぱい5号橋 伸縮装置補修図（3/3）

伸縮装置補修図（3/3）〔地覆部：参考図〕

〔地覆部：参考図〕

注1）遊間は標準遊間とする。
注2）施工延長等は現場実測の上決定すること。

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。

橋台地覆嵩上げ

差し筋アンカーD13

差し筋アンカーD13

差し筋アンカーD13

差し筋アンカーD13

差し筋アンカーD13

コンクリート撤去・復旧

橋台地覆嵩上げ

6
0
0

コンクリート撤去・復旧
アンカーバーD13×200

鋼製地覆カバー

200 300

250 W 250

1
2
52
5
0

7
0

7
0

1
8
0

車道部伸縮装置 車道部伸縮装置

クローザー

2
5
0

2
5
0

500

2
5
0

2
5
0

10

500

200

C30

鋼製地覆カバー

はつりライン

シール溶接

止水ゴム端部接着 ゴムホース

1
05
0

2
5
0

1
2
5

7
0

車道伸縮装置 地覆500

100100

12
50

地覆部誘導板(t=12mm)

アンカーバーD13×200

地覆部誘導板(t=12mm)

バックアップ材

鋼製地覆カバー

コンクリート撤去・復旧

7
0

<二重止水材>一般部用

※ゴムホースは下部構造に水が掛からない位置まで

延長し、排出すること。

※ゴムホース延長は仮定とする。

各下部工に応じて、増減のこと。

20A(SUS430)x3個/箇所

ホース止め金具詳細図
S=1:4(8)

ゴムホース止め金具

0
.
5

52

φ27

地覆部用誘導版詳細図

6

境界部カバー

伸縮装置

S=1/5(10)

3
0

1
8
1
2

150

180

1
0
1
5
5

30 20 60 70
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縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

橋 長

桁 長

支間長

S=1/100(200)

400 400

15000

301494030

14140

至 一町田 至 龍ノ口

30
ﾟ6
0
0
0

5
0
0

5
0
0
0

5
0
0

岩
木
川
左
岸幹

線
水
路

市道 一町田・竜ノ口線

M

F

A2
A1

排水管取替え詳細図〔参考〕

（既設管撤去） （既設管撤去）

（既設管撤去）

既設排水管撤去図 S=1/10(20)

N=3箇所
(A2上流側1箇所亡失)

N=4箇所

S=1/10(20)排水管取替え図

津軽かんぱい5号橋 排水管取替え詳細図〔参考〕

平面図

既設排水管取替え既設排水管取替え

既設排水管取替え

既設排水管取替え

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。

SGP-125A

W=15.0kg/m

（
撤

去
延

長
） 4-アンカーボルトM10x80

天板プレート一体型

ステンレス製排水管φ152新設

9
5
0

既設排水管撤去

9
5
08
8
0

SUS304 t=0.5mm

外周曲加工

〔ステンレス製排水管〕

S=1/5（10）

〔天板プレート〕

4-14x30長孔
1-SW,1-W,2-N

ワイヤブラシ等で除去し防錆処理を行うこと。
※既設排水桝出口の錆は、ディスクサンダーや

ステンレス製排水管参考図

5.現地調査にて寸法確定後製作する。
4.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し耐食性向上の措置を講じる。

3.天板プレート一体型排水装置は、NETIS No.CB-190003-Aに準ずる。
2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

※留意事項
1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

取付け接着面シーリング塗布

取付け接着面シーリング塗布

φ
15
2

30

3
0

2
5
0

250

4-アンカーボルトM10x80

ステンレス製直管φ152

t=0.5

t=1.2

8
4

9
5
0

3
0

6
7
0

2
5
0

1
0

t=2.0

外周曲加工

止水処理

1.5

6

φ152

45
ﾟ

93
ﾟ
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（既設管亡失）

外径：139.8㎜

内径：130.8㎜



津軽かんぱい5号橋 支 承 補 修 図

支 承 補 修 図

縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

既設鋼線支承平面図 S=1/5(10)

側 面 図 S=1/5(10)S=1/5(10)正 面 図
※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

▽橋座面

≪全8基≫

金属溶射
※

≪全8基≫

▽橋座面

※溶射金属：亜鉛・アルミニウム合金

胸
壁

300

（亜鉛・アルミニウム合金線使用：最低皮膜厚 100μ）

（保護塗装：ふっ素樹脂塗料中・上塗り）

（封孔処理剤塗布）封 孔 処 理

（除せい度：ISO8501-1 Sa2 1/2以上・表面粗さ：Rz50μm以上）

（上部工補修兼用）

（二硫化モリブデン溶液）

足 場 仮 設

潤滑性防錆剤注入

ブ ラ ス ト 処 理

金 属 溶 射

現 地 調 査

橋座面・支承部清掃 （堆積土砂等除去）

後 片 付 け

足 場 撤 去

樹 脂 塗 装

鋼 線 支 承

金属溶謝（亜鉛・アルミニウム合金）

ブラスト処理

樹脂塗装

〔支承防錆概要図〕

N=4基（1500kN以下）

N=4基（1500kN以下）

〔支承若返り工法〕

支承防錆施工フロー

鋼線支承防錆

鋼線支承防錆

400 160

1
6
0

400

8024080

金属溶射
鋼線支承

鋼線支承

平 面 図 S=1/100(200)

30
ﾟ

A1
A2

F

M

岩
木
川左

岸
幹
線
水
路
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D10（SD345） 1.3

0.5

0.1

0.1

0.2

0.1

0.3

0.11

0.08

0.24

0.14

0.27

9100

200

145

425

250

490

0.560

0.560

D10

D10

摘 要

補強鉄筋

補強鉄筋

3

質 量質量/本単位質量

鉄 筋 表

1

本数記号 径 長 さ

2

4

kg

0.06 アンカー鉄筋D10 0.560

補強鉄筋D10 0.560
補強鉄筋D10 0.560
補強鉄筋D10 0.560

1

1

1

1

15

6

津軽かんぱい5号橋 沓座モルタル設置図

〔A1橋台・A2橋台共通〕 （1基当たり）

沓座モルタル設置図

縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

正 面 図 S=1/5(10) S=1/5(10)側 面 図

S=1/5(10)平 面 図 既設鋼線支承平面図 S=1/5(10)

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

300

胸
壁

300

▽橋座面 ▽橋座面

L80（参考）

ドリル穿孔φ13
樹脂系アンカー材

アンカー鉄筋⑥D10アンカー鉄筋⑥D10

樹脂系アンカー材
ドリル穿孔φ13

L80（参考）

N=4基

N=4基

L=200

L=145

L=490

L=250

L=425

無収縮モルタル無収縮モルタル

A=0.06m2

310

3
1
0

鋼線支承

補強鉄筋①D10

補強鉄筋③D10

補強鉄筋④D10

補強鉄筋⑤D10

鋼線支承
沓座モルタル設置 沓座モルタル設置

補強鉄筋②D10

沓座モルタル設置

沓座モルタル設置

1
6
0

400

8024080

2
0
2
5

2
5

2
0

2
0
1

116

胸
壁

3
5

3
5

1
2
0

1
2
0

35 115 250 115 35

550

550

120120

75 75

310

35353511525011535

3
01
5

4
5

160

4
5 1
5

3
0

550

7540075

※表記寸法及び施工の可否は現地検測の上決定すること。

平 面 図 S=1/100(200)

30
ﾟ

A1
A2

F

M

岩
木
川
左
岸幹

線
水
路

１６ 葉 ９

令 和 ７ 年 度

市道 一町田・竜ノ口線

弘前市大字 龍ノ口 地内

令和６年度 津軽かんぱい５号橋橋梁補修工事

控除面積



津軽かんぱい5号橋 地覆補修図

地 覆 補 修 図

縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

断 面 図 S=1/50(100)

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

S=1/50(100)地覆展開平面図

66

5

5

44

t=3cm

t=5cm

t=3cm

2 2

浸透性保護塗装

1

1

3

3

30
ﾟ

岩
木
川
左
岸
幹
線
水
路

A1

F
M

A2

4
8
0

浸透性保護塗装 浸透性保護塗装

養 生
↓

↓

t=3cm

t=3cm
t=5cm

表面被覆工

浸透性保護塗装

800
断面修復⑨

断面修復⑦

断面修復⑥

モルタルにて修復を行い、平滑面を確保する。

下地処理の際、断面欠損部・脆弱部・ジャンカ・豆板等はポリマーセメント

3.作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

2.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

なお使用する材料の特性・施工要領を確認すること。

施工時は周囲に飛散させないよう注意を払う。

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

〔留意事項〕表面被覆工（浸透性保護塗装）

表面被覆工詳細図

〔浸透性保護塗装〕

塗布面下地処理：清浄・断面修復等

地覆コンクリート

断面修復詳細図

表面被覆工表面被覆工

4
8
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14940

断面修復①

断面修復④

表面被覆工

断面修復③

□100×100

φ76.3(1箇所)

□100×100

既存コンクリート

t

〔地覆〕

範囲を再度確認し、発注者と協議を行い再決定すること。

ディスクカッターで10～20mm程度の切込みを入れる。

2.はつり処理にあたり既設面との境界部がフェザーエッジにならないよう

1.劣化コンクリートの除去作業は、内部鉄筋を損傷させないよう慎重に行うこと。

3.劣化コンクリート除去後に既設内部鉄筋が露出した場合は、防錆処理を行うこと。

また、対象箇所以外に損傷箇所が確認された場合についても同様とする。

〔留意事項〕断面修復

4.はつり工は深さを5～3cmと設定するが、施工時におけるコンクリート劣化状況及び

カッター切込み

内部鉄筋(防錆処理)

はつり深さ

カッター切込み

断面修復

下地処理：劣化Coはつり除去、清浄

プライマー
↓↓

養 生

↓

↓↓

↓

(平均t=3～5cm)

浸透性保護塗装：高分子系

〔左官工法〕

既往高欄支柱

補修高欄支柱
既往高欄支柱

断面修復⑤
断面修復⑥

2
5
0

断面修復③

断面修復②

断面修復①

断面修復②

4
1
0
（

7
0
）

（
2
5
0
）

600（200）300

4
1
0

500

断面修復⑦
1000

2
3
0

※（ ）値は伸縮装置取替えに伴うはつり範囲を表す。

採用する伸縮装置によって適宜設定すること。

S=1/20(40)

S=1/20(40)S=1/20(40)

（
2
3
0
）

断面修復⑧

断面修復⑨

t=5cm

断面修復⑧

t=3cm

3
9
0

（200）300

500

5-5断面図

1-1断面図

500

300（200）

S=1/20(40) 2-2側面図
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（
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）
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（
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）

3
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t=5cm

3-3断面図 4-4側面図 6-6側面図
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断面修復⑤

断面修復⑥
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500

平
均

高

平
均

高

平
均

高

平
均

高

１６ 葉 １０
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令和６年度 津軽かんぱい５号橋橋梁補修工事

※既設鉄筋防錆処理(鉄筋露出部、錆汁滲出部)適宜



津軽かんぱい5号橋 床版補修図

床 版 補 修 図

縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

S=1/50(100)

床版張出し部断面修復

断 面 図

S=1/20(40)

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。

弘 前 市 建 設 部 土 木 課

端横桁

表面被覆工 表面被覆工

t=5cm

t=5cm

14100

S=1/50(100)

床版張出し下端部

水切り材詳細図

3.劣化コンクリート除去後に露出した内部鉄筋(鋼材)は、防錆処理を行うこと。

1.劣化コンクリートの除去作業は、内部鉄筋を損傷させないよう慎重に行うこと。

2.はつり処理にあたり既設面との境界部がフェザーエッジにならないよう

ディスクカッターで10～20mm程度の切込みを入れる。

4.はつり工は深さ5cmを想定するが、コンクリートの劣化状況及び健全性を確認した上で

〔留意事項〕断面修復

また、対象箇所以外に損傷箇所が確認された場合についても同様とする。

カッター切込み

発注者と再度協議を行い再決定すること。

↓

↓
養 生

14940
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F
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M

岩
木
川
左
岸
幹
線
水
路

30
ﾟ

平 面 図

t=5cm

浸透性保護塗装：高分子系

材質：軟質PVC

25

1
5

弾性接着材

水切り材

断面修復①

橋座縁端部
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5
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2
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水切り材設置
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ー
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塗布面下地処理：清浄・断面修復等

〔浸透性保護塗装〕

表面被覆工詳細図

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

施工時は周囲に飛散させないよう注意を払う。

なお使用する材料の特性・施工要領を確認すること。

2.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

3.作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

〔留意事項〕表面被覆工（浸透性保護塗装）

下地処理の際、断面欠損部・脆弱部・ジャンカ・豆板等はポリマーセメント

モルタルにて修復を行い、平滑面を確保する。

平
均

深
さ

5
0

コンクリート下地処理

内部鉄筋(防錆処理)

カッター切込み

↓

↓↓

↓

養 生

↓↓
プライマー

下地処理：劣化Coはつり除去、清浄

断面修復

(プライマー塗布）

断面修復詳細図

[左官工法]

既存切込み型水切り

267

700

5
0
0
2
5
0

水切り材設置

断面修復②

7
5
0

7
5
0

750

断面修復

水切り材設置

浸透性保護塗装浸透性保護塗装

水切り材設置

110011001100

3@1400=4200900 900

RC床版t=18cm

アスファルト舗装t=5cm

6000

5005000500
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取付けCo取付けCo 胸壁部

t=3cm▽

（700）

▽t=3cm

断面修復①

浸透性保護塗装

浸透性保護塗装

地覆嵩上げ

2
5
0

1
1
0
0 2
0
0
0

300

（D19）

↓

↓↓

↓

養 生

↓↓
プライマー：エポキシ樹脂系プライマー塗布

下地処理：劣化Coはつり除去、清浄

断面修復：左官工法（ポリマーセメントモルタル）

〔左官工法〕
(平均t=3cm)

▽水路底

↓

↓
養 生

浸透性保護塗装：高分子系

0.55

L=1.00m

a=0.19m2/箇所

岩木川左岸幹線水路

取付けCo 胸壁部

30ﾟ

表面被覆工

表面被覆工

表面被覆工

表面被覆工

t=3cm

津軽かんぱい5号橋 A1橋台補修図

【竪壁前面】

表面被覆工

1
1
2
4

浸透性保護塗装

A 1 橋 台 補 修 図

4.はつり工は深さ3cmを想定するが、コンクリートの劣化進行状況及び健全性を確認した上で

1.図中詳細寸法ほかひび割れ箇所の追加補修は、現地検測のうえ決定すること。

断面修復①

（使用量50g/m又は250g/m2）

（浸透性エポキシ樹脂塗布）
塗布型注入工（幅0.8mm程度以下)

4.浸透注入材塗布の初期硬化後、コンクリート表面の硬化樹脂はディスクサンダー等で除去する。

3.浸透注入材塗布にあたっては、ローラー刷毛等を用いて浸透状況を確認しながら

作業を行うものとし、ひび割れに注入材が溜まった状態になるまで塗布を行う。

2.塗布面は下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

〔留意事項〕ひび割れ注入工(塗布型)

ひ
び
割
れ
長
さ

L

塗
布
範
囲

W=5cm程
度

ひび割れ注入工(塗布型)詳細図

12000
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0
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6
77
0
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825

取付けCo

3
0
0

970 10000 250 780

12000

地覆嵩上げ
沓座モルタル新設50030

0

地覆嵩上げ

ひび割れ注入工（塗布型）

躯体コンクリート

〔留意事項〕表面被覆工（浸透性保護塗装）

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

施工時は周囲に飛散させないよう注意を払う。

なお使用する材料の特性・施工要領を確認すること。

2.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

3.作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

下地処理の際、断面欠損部・脆弱部・ジャンカ・豆板等はポリマーセメント

モルタルにて修復を行い、平滑面を確保する。

〔浸透性保護塗装〕

表面被覆工詳細図

塗布面下地処理：清浄・断面修復等

カッター切込み

t

はつり深さ

カッター切込み

断面修復詳細図

1.劣化コンクリートの除去作業は、内部鉄筋を損傷させないよう慎重に行うこと。

2.はつり処理にあたり既設面との境界部がフェザーエッジにならないよう

ディスクカッターで10～20mm程度の切込みを入れる。

発注者と協議を行い決定すること。

〔留意事項〕断面修復

また、対象箇所以外に損傷箇所が確認された場合についても同様とする。

3.劣化コンクリートの除去を行い既設内部鉄筋が露出した場合は、防錆処理を行うこと。

内部鉄筋(かぶり10cm)

地覆嵩上げ地覆嵩上げ

1
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0
02
0
0
0

8
5
0

1
1
0
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0
0
0

2
5
0

600（700）

断面修復①

浸透性保護塗装

浸透性保護塗装

地覆嵩上げ

12000

78025010000970
縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

S=1/10(20)地覆嵩上げ

断 面 図

S=1/50(100)

上流側 側面図 下流側 側面図

D16

D161

D162

地覆嵩上げ 鉄筋表 （1橋台当たり）

長 さ径記号

1 D16 500

200

4

本数

8

4 1.56

1.56

1.56

単位質量 質量/本 質 量

0.78

0.31 1

3

上流側

下流側

摘 要

D16（SD345） kg

※

L=0.50m

7
0

1
3
0

5
0

2
5
0

2
0

600

70 460 70

1 D16

〔300〕

〔160〕

〔0.20m〕

側 面 図

平 面 図 S=1/50(100)

正 面 図

2

400 0.62 5

N=8本差し筋アンカーD16

※〔 〕値は上流側を表す。

9

⑫-2 24-12-25(BB)

差し筋アンカーD16差し筋アンカーD16

差し筋アンカーD16

（地覆カバー）

上部工地覆

（地覆カバー）

チッピング処理

面取りC30

コンクリート

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。

2
5
0

7
0

2
0

70 70360
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1
3
0

5
0

L=0.40m

弘 前 市 建 設 部 土 木 課
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弘前市大字 龍ノ口 地内

令和６年度 津軽かんぱい５号橋橋梁補修工事

※既設鉄筋防錆処理(鉄筋露出部、錆汁滲出部)適宜
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胸壁部

t=3cm▽

（700）

▽t=3cm

断面修復①

浸透性保護塗装

浸透性保護塗装

1
1
0
0 2
0
0
0

（D19）

↓

↓↓

↓

養 生

↓↓
プライマー：エポキシ樹脂系プライマー塗布

下地処理：劣化Coはつり除去、清浄

断面修復：左官工法（ポリマーセメントモルタル）

〔左官工法〕
(平均t=3～10cm)

▽水路底

↓

↓
養 生

浸透性保護塗装：高分子系

地覆嵩上げ 600

2
3
0

岩木川左岸幹線水路

a=0.19m2/箇所

胸壁部 （500）

30ﾟ

（500）

520

（600）

※

表面被覆工

表面被覆工

表面被覆工

表面被覆工

260

（600）

520

（500）

720

（500）

※

t=3cm

t=3cm

表面被覆工

津軽かんぱい5号橋 A2橋台補修図

t=10cm

【竪壁前面】

補修工事の際、堆積した土砂を除去し、胸壁基部・橋座面の

※法面土砂堆積により橋座面上の確認不可。

構造及び劣化状況を発注者立ち合いの下確認すること。

劣化状況によって追加補修を行うこととする。

A 2 橋 台 補 修 図

4.はつり工の深さを想定するが、コンクリートの劣化進行状況及び健全性を確認した上で

5
6
8

浸透性保護塗装

断面修復①

1
1
2
4

断面修復②

1
0
0

断面修復①

2000

1
0
0

2
6
7

地覆嵩上げ

260720 250

12000

500

60
0

7
0
0

3
0
0

10000 250

12000

地覆嵩上げ
沓座モルタル新設500

地覆嵩上げ

60
0

地覆嵩上げ

2
3
0

躯体コンクリート

〔留意事項〕表面被覆工（浸透性保護塗装）

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

施工時は周囲に飛散させないよう注意を払う。

なお使用する材料の特性・施工要領を確認すること。

2.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

3.作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

下地処理の際、断面欠損部・脆弱部・ジャンカ・豆板等はポリマーセメント

モルタルにて修復を行い、平滑面を確保する。

〔浸透性保護塗装〕

表面被覆工詳細図

塗布面下地処理：清浄・断面修復等

カッター切込み

t

はつり深さ

カッター切込み

断面修復詳細図

1.劣化コンクリートの除去作業は、内部鉄筋を損傷させないよう慎重に行うこと。

2.はつり処理にあたり既設面との境界部がフェザーエッジにならないよう

ディスクカッターで10～20mm程度の切込みを入れる。

発注者と協議を行い決定すること。

〔留意事項〕断面修復

また、対象箇所以外に損傷箇所が確認された場合についても同様とする。

3.劣化コンクリートの除去を行い既設内部鉄筋が露出した場合は、防錆処理を行うこと。

内部鉄筋(かぶり10cm)

地覆嵩上げ

1
1
0
02
0
0
0

8
5
0

1
1
0
02
0
0
0

600（700）

断面修復①

浸透性保護塗装

浸透性保護塗装

12000

25010000
縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

S=1/10(20)地覆嵩上げ

S=1/50(100)

平 面 図 S=1/50(100)

下流側 側面図 上流側 側面図

正 面 図

差し筋アンカーD16 N=8本

側 面 図

7046070

600

2
05
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（1橋台当たり）地覆嵩上げ 鉄筋表

断 面 図

S=1/10(20)

D162

L=0.50m

7
0

1 D16

1
1
0

2
3
0

8

8D162 1.56400 0.62 5

6

11

（地覆カバー）

2
3
0

1
1
0

（地覆カバー）

面取りC30

7
0

70 70360

500

L=0.40m

5
0

2
0

チッピング処理

上部工地覆

差し筋アンカーD16

差し筋アンカーD16差し筋アンカーD16

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。
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⑫-2 24-12-25(BB)

コンクリート

※既設鉄筋防錆処理(鉄筋露出部、錆汁滲出部)適宜

t=10cm

断面修復①

t=2㎝

200×200



津軽かんぱい5号橋 主桁補修図

主桁上フランジ下面
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3637 3535 3535 3433

400400 支間長 14140

桁 長 14940

S=1/50(100)
塗装塗替え詳細図

12840

2
0
0

550 500

173173

227
347

500 550

377

3
0
0

140
520

3
0
0

7
9
2

3637 3535 3535 3433

260260

400400 支間長 14140

桁 長 14940

主 桁 補 修 図
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施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号
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横桁詳細図端横桁詳細図
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分配横桁詳細図

1[300×90×9×2655

1[300×90×9×1360
6HTB M20×55(F10T)

L=1080

L=1150

A=0.67m2
H596×199×10×15

S=1/30(60)S=1/30(60)S=1/30(60)

胸 壁

：着色部は塗装塗替え作業不可

A1

F M

A2

=
4
0
0

主桁外鋼材部 塗替え塗装仕様

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

有機ジンクリッチペイント

140

170

240

240

塗 料 名

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

防食下地

素地調整

上 塗

中 塗

下 塗

下 塗

塗装工程

1日～10日

1日～10日

1日～10日

600

塗装間隔
(g/m2)

1日～10日

4時間以内

※1

使用量

各使用量については『「鋼道路橋防食便覧」表-II.5.5 各塗料の標準使用量と標準膜厚』による。

※1：原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ,ローラーに変更もできる。変更した際の

※3

※2

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

ブラスト作業時は、塗膜片等が外部に飛散しないよう防護を行い、労働安全衛生法ほか関係法令を遵守し

環境保全と作業環境および安全確保と騒音に配慮した上で、適正に作業を行うこと。

Rc-I 塗装系（スプレー）

※3：既存塗膜の除去は、ブラスト工法又は動力工具等により素地調整程度1種相当を確保するものとし

除せい度はISO Sa2 1/2とする。（準拠図書「鋼道路橋防食便覧」）

注意事項

1種相当（ブラスト工法）

既存塗膜に鉛の含有が確認されているため法令等を遵守する。
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※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。
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(先行塗装)
R加工(曲面仕上げ)

(隅角部)
シャープエッジ

フランジ

主桁断面図 ａ部 R加工詳細図

ａ部
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控除面積
0.040㎡

控除面積
0.040㎡
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津軽かんぱい5号橋 防護柵補修図

防 護 柵 補 修 図

横木：φ60.5

(補修材)

(補修材)

▽

Fix Mov

A2A1

135×6×600

135×6×600

A1 A2
MovFix

▽

S=1/20(40)防護柵断面図 端部プレート図 S=1/20(40)

R加工(曲面仕上げ)

シャープエッジ（隅角部）

(先行塗装)
2R程度

鋼材

鋼材 R加工詳細図

※表記寸法は、現地検測の上決定すること。

上流側 側面図 S=1/50(100)

下流側 側面図 S=1/50(100)

防 護 柵 塗替え塗装仕様

1種相当（ブラスト工法）

注意事項

除せい度はISO Sa2 1/2とする。（準拠図書「鋼道路橋防食便覧」）

※3：既存塗膜の除去は、ブラスト工法又は動力工具等により素地調整程度1種相当を確保するものとし

支柱：□100×100×3.2
横木：□75×45×2.3

笠木：□125×75×3.2

端部プレート

端部プレート

笠木：□125×75×3.2
横木：□75×45×2.3

支柱：□100×100×3.2支柱：φ76.3

既存塗膜に鉛の含有が想定されるため、法令等を遵守する。

Rc-I 塗装系（スプレー）

環境保全と作業環境および安全確保と騒音に配慮した上で、適正に作業を行うこと。

ブラスト作業時は、塗膜片等が外部に飛散しないよう防護を行い、労働安全衛生法ほか関係法令を遵守し

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※2

※3

※1：原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ,ローラーに変更もできる。変更した際の

各使用量については『「鋼道路橋防食便覧」表-II.5.5 各塗料の標準使用量と標準膜厚』による。

使用量

※1

4時間以内

1日～10日

(g/m2)
塗装間隔

600

1日～10日

1日～10日

1日～10日

塗装工程

下 塗

下 塗

中 塗

上 塗

素地調整

防食下地

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

塗 料 名

240
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140

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

縮 尺

図面名称

施工箇所

工 事 名

年 度

路 線 名

図 示

図面番号

※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。
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津軽かんぱい5号橋 補修対策仮設工参考図
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※( )内の縮尺は、A3判縮小図を表す。
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